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一
、
本
稿
に
つ
い
て

　

新
潮
社
（
明
治
三
十
七
年
ま
で
新
声
社
）
の
創
業
期
か
ら

発
展
期
を
支
え
た
重
要
な
事
業
に
、
文
章
専
門
の
通
信
講
義

録
や
作
法
書
の
発
行
が
あ
る
。
通
信
教
育
事
業
は
明
治
三
一

年
、
大
日
本
文
章
学
会
の
名
で
始
動
し
、
三
五
年
に
日
本
文

章
学
院
に
改
称
、
そ
の
後
大
正
一
二
年
ま
で
継
続
し
た
。
そ

の
詳
細
や
意
義
に
つ
い
て
は
宮
崎
睦
之
「〈
独
習
〉
と
〈
添
削
〉

と
―
―
佐
藤
義
亮
の
講
義
録
―
―
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第

六
〇
集
、
日
本
近
代
文
学
会
、
平
成
一
一
年
五
月
）、
同
じ
く

宮
崎
「
講
義
す
る
雑
誌
、
講
義
す
る
書
物
―
―
新
潮
社
・
明

治
四
十
年
代
、
投
書
雑
誌
の
黄
昏
に
て
」（『
立
教
大
学
日
本

文
学
』
第
八
二
巻
、立
教
大
学
日
本
文
学
会
、平
成
九
年
七
月
）、

及
び
山
本
歩
「
日
本
文
章
学
院
と
そ
の
小
説
作
法
」（『
尚
絅

語
文
』
第
九
号
、
尚
絅
大
学
文
化
言
語
学
部
・
現
代
文
化
学
部
・

日
本
文
学
懇
話
会
、
令
和
二
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

同
事
業
の
中
心
は
文
章
専
門
の
講
義
録
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
付
録
と
し
て
月
刊
投
書
雑
誌
『
新
文
壇
』
が
生
徒
た
ち
に

配
布
さ
れ
た
。
明
治
四
一
年
一
月
か
ら
大
正
五
年
三
月
ま
で

刊
行
さ
れ
た
同
誌
は
、
大
正
五
年
五
月
創
刊
『
文
章
倶
楽
部
』

の
前
身
と
な
る
。
第
一
巻
は
菊
倍
版
一
二
〜
一
六
ペ
ー
ジ
、

第
二
巻
か
ら
菊
版
四
四
ペ
ー
ジ
、
以
降
紙
数
は
増
加
し
て
い

き
六
〇
を
越
え
る
。
生
徒
か
ら
の
投
書
欄
が
大
部
分
を
占
め

る
が
、
作
家
の
寄
稿
や
講
師
・
編
者
陣
の
記
事
も
、
第
一
巻

は
三
〜
四
ペ
ー
ジ
、
第
二
巻
以
降
は
一
六
〜
二
五
ペ
ー
ジ
前

後
、
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
便
宜
的
に
「
講
話
記
事
」

と
総
称
す
る
。
講
話
記
事
以
外
の
投
書
欄
は
基
本
的
に
は
「
佳

作
」
欄
と
さ
れ
る
（
一
〇
〇
点
満
点
の
点
数
制
）
が
、
後
半

期
に
は
上
位
優
等
生
以
下
を
「
抒
情
叙
事
文
」「
評
論
文
」「
書

簡
文
」「
論
文
」
な
ど
細
分
化
す
る
形
で
評
価
し
て
い
た
。
ま

た
、巻
末
に
は
通
信
・
交
流
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
「
倶
楽
部
」（「
読

者
倶
楽
部
」
と
題
さ
れ
た
時
期
も
あ
る
）
欄
が
設
け
ら
れ
た
。

　
『
新
文
壇
』
は
公
刊
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、同
時
期
の
『
新

　
　

日
本
文
章
学
院
『
新
文
壇
』
記
事
一
覧

山　

本　
　
　

歩
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潮
』
や
、『
文
章
世
界
』（
博
文
館
）
な
ど
と
比
較
し
て
影
響

範
囲
は
小
さ
い
。
記
事
は
い
ず
れ
も
長
い
も
の
で
は
な
く
重

厚
さ
に
欠
け
、
後
期
に
お
い
て
は
『
新
潮
』
か
ら
の
再
掲
も

多
い
。
そ
の
た
め
か
同
誌
の
存
在
感
は
薄
く
、
従
来
、
仔
細

に
検
討
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
だ
が
講
話
記
事
の
傾
向
か
ら

窺
え
る
こ
と
は
多
い
。
そ
こ
で
は
『
新
潮
』
や
『
文
章
世
界
』

と
は
異
な
る
形
で
〈
文
学
〉
が
営
ま
れ
て
い
る
。
新
潮
社
の

若
者
向
け
購
買
戦
略
、
自
然
主
義
か
ら
距
離
を
取
り
つ
つ
そ

の
成
果
を
流
用
し
て
い
く
指
導
、
著
者
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
―

―
真
山
青
果
や
小
川
未
明
は
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
君
臨
し
、

や
が
て
『
文
章
倶
楽
部
』
を
担
う
加
藤
武
雄
＝
小
林
愛
川
も

陰
に
日
向
に
活
躍
す
る
―
―
た
と
え
再
掲
記
事
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
時
、
そ
こ
で
、
そ
の
記
事
が
読
ま
れ
た
こ
と
に
意
義
が

あ
る
は
ず
だ
。
何
よ
り
日
本
文
章
学
院
と
い
う
機
関
の
実
態

を
探
る
上
で
そ
の
検
討
は
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
新
潮
社
の
通
信
教
育
機
関
＝
日
本
文

章
学
院
の
機
関
誌
『
新
文
壇
』
の
記
事
を
一
覧
化
す
る
。
た

だ
し
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
投
書
欄
に
つ
い
て
は
記
載
を
割
愛

し
、
講
話
記
事
の
み
を
一
覧
化
し
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
数
の
記

載
も
省
略
し
た
。
初
出
・
再
掲
に
つ
い
て
は
今
後
精
査
し
て

い
き
た
い
。
よ
っ
て
決
し
て
完
全
な
リ
ス
ト
で
は
な
い
が
、

向
後
の
研
究
資
料
と
し
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

タ
イ
ト
ル
と
著
者
（﹇　

﹈
内
）
の
表
記
に
つ
い
て
、
第
六

巻
ま
で
は
目
次
が
存
在
し
な
い
た
め
各
記
事
の
標
題
に
依
っ

た
。
表
紙
に
目
次
が
記
載
さ
れ
た
第
七
巻
以
降
は
、
当
該
目

次
に
依
っ
た
。
著
者
の
記
載
が
な
い
記
事
は
無
署
名
記
事
で

あ
る
。

二
、『
新
文
壇
』
講
話
記
事
一
覧

■
第
一
巻
第
一
号
（
明
治
四
一
年
一
一
月
）

修
辞
的
技
能
と
高
調
の
趣
味
﹇
高
楠
順
次
郎
﹈
／
世
論
概

観（
文
学
入
門
者
に﹇
島
村
抱
月
﹈／
帰
郷
偶
感﹇
永
井
荷
風
﹈

／
芸
術
と
技
巧
﹇
小
杉
天
外
﹈）
／
文
芸
講
話
（
材
料
の

取
扱
ひ
方
﹇
小
栗
風
葉
﹈
／
散
文
詩
に
就
て
﹇
水
野
葉
舟
﹈

／
星
光
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
自
然
の
色
﹇
緑
痕
生
﹈
／
漁
村

の
念
仏
﹇
田
口
掬
汀
﹈）

■
第
一
巻
第
二
号
（
明
治
四
一
年
一
二
月
）

文
士
と
性
情
﹇
大
町
桂
月
﹈
／
諸
文
士
の
『
響
』
観
／
文

芸
講
話
（
旅
行
記
の
書
き
方
﹇
山
崎
直
方
﹈
／
音
楽
﹇
柳

川
春
葉
﹈）
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■
第
一
巻
第
三
号
（
明
治
四
二
年
一
月
）

写
生
文
と
小
説̶

事
件
の
興
味
を
忘
却
す
る
苦
痛̶

﹇
高

浜
虚
子
﹈
／
世
論
概
観
（
印
象
主
義
の
傾
向
（
新
潮
）﹇
蒲

原
有
明
﹈
／
文
章
と
言
語
（
文
章
世
界
）﹇
小
杉
天
外
﹈
／

日
記
に
就
て（
中
学
世
界
）﹇
沼
波
瓊
音
﹈）／
文
芸
講
話（
印

象
派
の
文
学
﹇
島
村
抱
月
﹈）
／
旅
情
﹇
小
栗
風
葉
﹈

■
第
一
巻
第
四
号
（
明
治
四
二
年
二
月
）

新
文
芸
の
一
新
体̶
葉
舟
氏
の
『
響
』
を
読
み
て̶

﹇
相

馬
御
風
﹈
／
世
論
概
論
（
予
が
作
品
に
対
す
る
希
望
（
新
潮
）

﹇
夏
目
漱
石
﹈／
文
才
の
に
ほ
ひ（
文
章
世
界
）﹇
大
町
桂
月
﹈）

／
和
歌
新
辞
典
出
づ
／
文
芸
講
話
（
注
意
力̶

観
察
力
﹇
幸

田
露
伴
﹈）
／
別
れ
際
﹇
真
山
青
果
﹈
／
小
品
一
篇
﹇
金
子

薫
園
﹈／
本
院
講
師
筆
跡（
其
一
）「
大
町
桂
月
」「
久
保
得
二
」

「
金
子
薫
園
」

■
第
一
巻
第
五
号
（
明
治
四
二
年
四
月
）

文
章
の
根
本
問
題
﹇
山
路
愛
山
﹈
／
『
父
と
子
』
を
介
す
﹇
一

記
者
﹈
／
世
論
概
観
（
女
性
描
写
に
就
き
て
（
新
潮
）﹇
小

栗
風
葉
﹈
／
自
然
主
義
の
誤
解
（
文
章
世
界
）
／
文
章
の

著
眼
点
（
文
章
世
界
））
／
文
芸
講
話
（
言
文
一
致
と
修
辞

﹇
島
村
抱
月
﹈）
／
泰
西
名
作
紹
介
（
恋
せ
し
人
の
側
に
（
ゲ

ー
テ
ー
作
）﹇
内
海
月

﹈）
／
考
の
纏
ま
る
時
﹇
吉
江
孤
雁
﹈

／
本
院
講
師
の
懇
話
会
／
渡
守
の
親
子
﹇
小
栗
風
葉
﹈
／

鳰
の
海
﹇
馬
場
孤
蝶
﹈
／
本
院
講
師
筆
跡
（
其
二
）「
小
栗

風
葉
」「
生
田
弘
司
」「
沼
波
武
夫
」

■
第
一
巻
第
六
号
（
明
治
四
二
年
五
月
）

文
章
談
義
﹇
夏
目
漱
石
﹈
／
文
芸
講
話
（
言
ふ
べ
き
思
想

及
び
方
法
﹇
佐
々
醒
雪
﹈）
／
世
論
概
観
（
評
論
の
権
威
（
早

稲
田
文
学
）﹇
片
上
天
弦
﹈
／
短
編
の
面
白
味
（
文
章
世
界
）

﹇
田
山
花
袋
﹈
／
充
実
し
た
文
章
を
書
き
た
い
（
文
章
世
界
）

﹇
田
山
花
袋
﹈
／
旧
型
を
脱
せ
よ
（
新
潮
）﹇
相
馬
御
風
﹈）

泰
西
名
作
紹
介
（
牧
童
（
ハ
イ
ネ
ー
作
）﹇
内
海
月

﹈）

／
痛
恨
録
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
空
を
見
る
べ
き
時
﹇
Ｒ
・
Ｓ
・

Ｔ
﹈
／
ニ
イ
チ
ェ
曰
く
﹇
生
田
長
江
﹈
／
火
﹇
小
林
愛
雄
﹈

／
文
章
の
規
箴
／
終
篇
金
色
夜

原
稿

■
第
一
巻
第
七
号
（
明
治
四
二
年
六
月
）

作
文
の
真
味
﹇
三
宅
雪
嶺
﹈
／
夏
を
謳
歌
せ
よ
／
世
論
概

観
（
自
己
の
為
の
芸
術
也
（
文
章
世
界
）﹇
小
杉
天
外
﹈
／

文
芸
は
感
情
の
産
物
也
（
新
潮
）﹇
泉
鏡
花
﹈）
／
泰
西
名

作
紹
介（『
接
吻
』
概（
チ
エ
ー
ホ
ッ
フ
作
）﹇
馬
場
孤
蝶
﹈）

／
女
（
近
著
小
品
文
集
『
夢
』
よ
り
）﹇
真
山
青
果
﹈
／
湖
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畔
の
美
女
﹇
小
栗
風
葉
﹈
／
夏
の
感
想
﹇
×
×
×
×
﹈

■
第
一
巻
第
八
号
（
明
治
四
二
年
七
月
）

文
章
と
品
詞
と
の
関
係
﹇
芳
賀
矢
一
﹈
／
旅
行
雑
感
﹇
大

町
桂
月
﹈
／
漫
語
﹇
相
馬
御
風
﹈
／
わ
が
初
恋
の
記
﹇
小

山
内
薫
﹈
／
旅
の
趣
味
﹇
緑
痕
生
﹈
／
旅
硯
﹇
馬
場
胡
蝶
﹈

／
文
士
の
筆
蹟
（
島
崎
藤
村
「
雑
貨
店
」）

■
第
一
巻
第
九
号
（
明
治
四
二
年
八
月
）

自
己
の
文
章
を
作
れ
﹇
新
渡
戸
稲
造
﹈
／
予
が
読
書
法
﹇
幸

田
露
伴
﹈
／
幼
時
の
記
憶
﹇
佐
々
醒
雪
﹈
／
物
を
観
る
稽

古
﹇
島
崎
藤
村
﹈
／
小
品
二
篇
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
余
が
自

然
の
観
方
﹇
三
宅
克
己
﹈
／
大
阪
講
習
会
報
告

■
第
一
巻
第
十
号
（
明
治
四
二
年
九
月
）

文
章
と
演
説
語
﹇
安
部
磯
雄
﹈
／
家
庭
と
読
書
﹇
佐
々
文

学
士
﹈
／
予
が
書
斎
観
﹇
島
崎
藤
村
﹈
／
蝶
を
葬
む
る
の

辞
﹇
馬
場
孤
蝶
﹈
／
兄
弟
の
祈
り
﹇
徳
田
秋
江
﹈
／
島
日

記
の
一
節
﹇
内
海
月

﹈
／
顔
の
色
﹇
黒
田
清
輝
﹈

■
第
二
巻
第
一
号
（
明
治
四
二
年
一
〇
月
）

二
種
の
文
章
﹇
山
路
愛
山
﹈
／
趣
味
を
広
く
せ
よ
﹇
上
田
敏
﹈

／
秋
懐
二
章
﹇
真
山
青
果
﹈
／
玄
関
番
の
見
た
る
文
士
（
一
）

小
栗
風
葉
氏
／
愛
憎
﹇
小
栗
風
葉
﹈
／
移
転
問
題
﹇
金
子

薫
園
﹈
／
闇
﹇
葉
舟
﹈
／
『
新
書
簡
文
』
を
介
す
﹇
浩
堂
生
﹈

■
第
二
巻
第
二
号
（
明
治
四
二
年
一
一
月
）

予
が
文
章
修
行
の
経
路
﹇
草
野
柴
二
﹈
／
雑
誌
へ
投
書
す

る
と
云
ふ
こ
と
﹇
生
田
長
江
﹈
／
玄
関
番
の
見
た
る
文
士

（
二
）
田
山
花
袋
／
懇
親
会
﹇
森
林
太
郎
﹈

■
第
二
巻
第
三
号
（
明
治
四
二
年
一
二
月
）

文
章
上
達
の
順
序
﹇
小
川
未
明
﹈
／
真
の
文
章
術
﹇
徳
富

蘇
峰
﹈
／
文
芸
の
趣
味
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
玄
関
番
の
見
た

る
文
士
（
三
）
奥
さ
ん
孝
行
の
小
杉
天
外
氏
／
運
命
﹇
小

栗
風
葉
﹈
／
明
暗
﹇
金
子
薫
園
﹈
／
壁
﹇
水
野
葉
舟
﹈

■
第
二
巻
第
四
号
（
明
治
四
三
年
一
月
）

予
が
文
章
上
の
経
歴
﹇
沼
波
瓊
音
﹈
／
諸
君
へ
の
要
求
﹇
太

田
水
穂
﹈
／
玄
関
番
の
見
た
る
文
士
（
四
）
万
事
低
徊
趣

味
の
夏
目
漱
石
氏
／
農
夫
の
娘﹇
柳
川
春
葉
﹈／
閑
日
月﹇
阪

本
文
泉
子
﹈

■
第
二
巻
第
五
号
（
明
治
四
三
年
二
月
）

『
日
記
新
文
範
』
と
小
林
君
﹇
金
子
薫
園
﹈
／
作
文
実
験
談

﹇
佐
藤
紅
緑
﹈／
今
後
の
文
章﹇
三
宅
雪
嶺
﹈／『
新
書
簡
文
』

を
読
ん
で
、
金
子
講
師
及
び
本
院
に
寄
せ
ら
れ
た
る
感
謝

状
／
玄
関
番
の
見
た
る
文
士
（
五
）
無
愛
想
の
正
宗
白
鳥



－ 38 －

氏
／
暁
﹇
小
川
未
明
﹈
／
文
壇
風
聞
記
﹇
蛸
松
﹈
／
交
差

点
﹇
三
島
霜
月
﹈

■
第
二
巻
第
六
号
（
明
治
四
三
年
三
月
）

文
章
の
調
子
と
色
﹇
永
井
荷
風
﹈
／
俳
句
入
門
者
に
﹇
内

藤
鳴
雪
﹈
／
玄
関
番
の
見
た
る
文
士
（
六
）
睡
る
暇
も
な

い
小
山
内
薫
氏
／
講
師
消
息
（
大
町
桂
月
、
生
田
長
江
、

佐
藤
浩
堂
、
金
子
薫
園
）
／
文
章
問
答
／
二
才
子
﹇
小
栗

風
葉
﹈

■
第
三
巻
第
一
号
（
明
治
四
三
年
四
月
）

文
章
の
新
研
究
法
﹇
三
宅
雪
嶺
﹈
／
文
章
と
競
争
心
﹇
大

町
桂
月
﹈
／
文
学
に
顕
れ
た
る
花
﹇
上
田
敏
﹈
玄
関
番
の

見
た
る
文
士
（
七
）
骨
董
癖
の
柳
川
春
葉
氏
／

の
馬
﹇
三

島
霜
川
﹈

■
第
三
巻
第
二
号
（
明
治
四
三
年
五
月
）

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
散
文
詩
に
就
い
て
﹇
志
水
生
﹈
／
文
章

経
験
談
﹇
馬
場
孤
蝶
・
生
田
長
江
﹈
／
論
文
の
文
体
﹇
金

子
筑
水
﹈
／
玄
関
番
の
見
た
る
文
士
（
八
）
胡
蝶
の
様
な

水
野
葉
舟
子
／
相
模
の
海
﹇
真
山
青
果
﹈

■
第
三
巻
第
三
号
（
明
治
四
三
年
六
月
）

↓
講
話
記
事
な
し
、
投
書
欄
の
み　

※
投
書
の
増
加
の
た

め
、
講
話
記
事
が
省
か
れ
た

■
第
三
巻
第
四
号
（
明
治
四
三
年
七
月
）

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
散
文
詩
に
就
い
て
﹇
志
水
生
﹈
／
『
二

家
族
』
を
読
む
﹇
中
村
霞
山
﹈
／
本
院
の
講
習
を
了
へ
た

る
諸
君
に
告
ぐ
／
改
良
を
加
へ
た
る
新
潮
見
本　

※
投
書

欄
な
し

▼
以
下
、
投
書
数
の
増
加
の
た
め
、
第
三
巻
第
五
号
（
明

治
四
三
年
八
月
）
か
ら
第
四
巻
第
三
号
（
明
治
四
三
年

一
二
月
）
に
か
け
て
、
講
話
記
事
な
し
、
投
書
欄
の
み

の
誌
面
構
成
と
な
る
。
第
四
巻
第
四
号
に
て
講
話
記
事

が
復
活
。

■
第
四
巻
第
四
号
（
明
治
四
四
年
一
月
）

動
く
絵
と
新
し
き
夢
幻
﹇
小
川
未
明
﹈
／
小
説
の
中
の
会

話
﹇
真
山
青
果
﹈
／
文
章
の
進
歩
と
退
歩
﹇
幸
田
露
伴
﹈

／
北
国
の
色
﹇
松
原
至
文
﹈

■
第
四
巻
第
五
号
（
明
治
四
四
年
二
月
）

『
新
叙
景
文
範
』
を
介
す
﹇
浩
堂
生
﹈
／
文
章
と
言
語
﹇
藤

岡
勝
二
﹈
／
故
郷
の
冬
の
印
象
﹇
小
川
未
明
﹈
／
幻
想
﹇
三
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島
霜
川
﹈
／
文
芸
問
答

■
第
四
巻
第
六
号
（
明
治
四
四
年
三
月
）

最
良
の
修
辞
法
﹇
島
村
抱
月
﹈
／
長
文
と
短
文
（
附
、
懸

賞
短
文
選
評
余
談
）﹇
金
子
薫
園
﹈
／
絵
筆
の
思
ひ
出　

火

の
河
の
跡
﹇
丸
山
晩
霞
﹈
／
幻
覚
﹇
モ
オ
パ
ツ
サ
ン
﹈
／

懸
賞
短
文
披
露
／
文
芸
問
答

■
第
五
巻
第
一
号
（
明
治
四
四
年
四
月
）

端
書
き
だ
よ
り
／
※
／
青
年
の
行
く
べ
き
路
﹇
桑
木
厳
翼
﹈

／
巻
頭
の
『
端
書
集
』﹇
浩
堂
生
﹈
／
小
説
と
脚
本
と
の
取

扱
ひ
方
﹇
坪
内
逍
遥
﹈
／
小
説
の
題
（﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
﹇
小

栗
風
葉
﹈）
／
玄
関
番
の
見
た
る
文
士
（
六マ
マ

）
魔
性
の
生
れ

変
り
の
泉
鏡
花
氏
／
雀
の
巣﹇
真
山
青
果
﹈／
さ
と
ぶ
し﹇
内

海
月

﹈
／
懸
賞
文
に
就
い
て

※
グ
ラ
ビ
ア
と
し
て
投
書
家
た
ち
の
顔
写
真
の
グ
ラ
ビ
ア

が
掲
載

■
第
五
巻
第
二
号
（
明
治
四
四
年
五
月
）

私
の
考
へ
て
ゐ
る
事﹇
徳
富
蘆
花
﹈／
文
章
と
趣
味
品
性﹇
大

町
桂
月
﹈
／
文
章
上
の
経
験
﹇
中
島
星
湖
﹈
／
夢
に
得
た

著
作
／
我
が
国
最
初
の
新
聞
／
諸
家
の
恋
物
語
（
一
）
靄

の
や
う
な
暖
か
な
記
憶
﹇
片
上
天
弦
﹈
／
夜
航
船
﹇
徳
田

秋
声
﹈
／
文
芸
問
答
／
批
評
の
批
評

■
第
五
巻
第
三
号
（
明
治
四
四
年
六
月
）

紀
行
文
に
つ
い
て
﹇
小
島
烏
水
﹈
／
理
想
的
の
旅
﹇
久
保

天
随
﹈
／
夏
の
俳
句
﹇
沼
波
瓊
音
﹈
／
小
説
の
題
（
二
）

幸
田
露
伴
・
高
浜
虚
子
・
塚
原
渋
柿
／
諸
家
の
恋
物
語
（
二
）

山
の
荒
寺
で
見
た
女
﹇
窪
田
空
穂
﹈
／
盃
中
の
味
﹇
小
栗

風
葉
﹈
／
下
駄
﹇
上
司
小
剣
﹈

■
第
五
巻
第
四
号
（
明
治
四
四
年
七
月
）

本
院
創
立
十
周
年
記
念
／
価
値
の
な
い
文
章
﹇
矢
野
龍
渓
﹈

／
わ
が
文
章
の
過
ぎ
来
し
か
た
﹇
大
町
桂
月
﹈
／
『
五
人
女
』

を
読
む
﹇
薫
園
生
﹈
／
銷
夏
の
一
策
﹇
藤
代
素
人
﹈
／
小

説
の
題
（
三
）﹇
長
谷
川
二
葉
亭
﹈
／
自
殺
す
る
女
﹇
秋
田

雨
雀
﹈

■
第
五
巻
第
五
号
（
明
治
四
四
年
八
月
）

本
院
創
立
十
周
年
記
念
／
今
後
の
論
文
﹇
金
子
筑
水
﹈
／

『
枕
の
草
子
』
と
清
少
納
言
﹇
沼
波
瓊
音
﹈
／
清
少
納
言
と

田
山
花
袋
﹇
薫
園
﹈
／
執
筆
の
実
際
（
其
一
﹇
徳
田
秋
声
﹈

／
其
二
﹇
遅
塚
麗
水
﹈
／
其
三
﹇
柳
川
春
葉
﹈
／
其
四
﹇
幸

田
露
伴
﹈）
／
感
興
＝
構
想
﹇
小
栗
風
葉
﹈
／
小
説
の
出
来

る
時
﹇
菊
池
幽
芳
﹈
／
文
士
の
好
き
な
も
の
嫌
ひ
な
も
の



－ 40 －

／
日
没
頃
の
空
の
色　

忠
実
に
叙
景
の
筆
を
執
ら
ん
と
す

る
人
は
科
学
者
の
説
明
に
注
意
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
﹇
石
川

成
章
﹈
／
文
壇
の
隠
れ
た
る
事
実
／
海
辺
よ
り
（
紀
州
小

八
幡
に
て
）﹇
真
山
青
果
﹈
／
高
原
﹇
小
川
未
明
﹈
／
「
貴

族
の
家
」
を
諸
君
に
薦
む
﹇
一
記
者
﹈

■
第
五
巻
第
六
号
（
明
治
四
四
年
九
月
）

人
生
を
描
く
と
云
ふ
事
﹇
島
村
抱
月
﹈
／
再
び
逢
は
ざ
る

悲
み
﹇
小
川
未
明
﹈
／
予
が
文
章
の
経
路
﹇
島
村
抱
月
氏
談
﹈

／
小
説
の
文
章
・
モ
デ
ル
の
取
扱
ひ
方
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／

事
実
と
著
想
﹇
泉
鏡
花
﹈
／
感
想
二
つ
三
つ
﹇
真
山
青
果
﹈

／
文
士
三
世
相
﹇
赤
い
卜
星
﹈
／
紀
行
文
の
面
白
味
﹇
大

町
桂
月
﹈
／
山
と
水
と
の
回
想
﹇
遅
塚
麗
水
﹈
／
平
面
描

写
＝
作
家
主
観
の
反
映
﹇
片
上
天
弦
氏
談
﹈
／
旧
都
の
印

象
﹇
松
原
至
文
﹈

■
第
六
巻
第
一
号
（
明
治
四
四
年
一
〇
月
）

小
説
を
読
む
若
き
人
に
﹇
長
谷
川
天
渓
﹈
／
平
家
物
語
の

叙
事﹇
内
海
月

﹈／
恥
と
は
何
ぞ
―
―
自
己
の
活
き
方﹇
真

山
青
果
﹈
／
書
斎
よ
り
﹇
松
原
至
文
﹈
／
文
壇
聞
き
書
／

講
話
二
種
（
円
み
の
あ
る
作
品
﹇
金
子
薫
園
﹈
／
作
の
上

の
自
由
）
／
最
初
の
接
吻
﹇
永
井
荷
風
﹈

■
第
六
巻
第
二
号
（
明
治
四
四
年
一
一
月
）

現
代
の
文
学
に
就
て
﹇
馬
場
孤
蝶
﹈
／
秋
と
味
覚
﹇
三
島

霜
川
﹈
／
私
が
文
学
に
志
し
た
初
め
﹇
永
井
荷
風
﹈
／
文

壇
五
名
家
の
初
対
面
録（
一
）森
鴎
外
先
生
／
憶
出
の
記﹇
小

栗
風
葉
﹈

■
第
六
巻
第
三
号
（
明
治
四
四
年
一
二
月
）

脅
か
さ
れ
ざ
る
生
活
﹇
小
川
未
明
﹈
／
真
の
作
家
、
批
評

家
﹇
金
子
筑
水
﹈
／
風
の
吹
く
日
の
興
味
﹇
吉
江
孤
雁
﹈

／
文
壇
五
名
家
の
初
対
面
録
（
二
）
坪
内
逍
遥
先
生
／
文

壇
聞
書
き
／
自
殺
﹇
真
山
青
果
﹈
／
少
年
の
日
﹇
岩
野
泡
鳴
﹈

／
愛
儂
﹇
遅
塚
麗
水
﹈

■
第
六
巻
第
四
号
（
明
治
四
五
年
一
月
）

平
家
の
人
々
﹇
高
須
梅
渓
﹈
／
余
裕
あ
る
文
章
﹇
高
浜
虚
子
﹈

／
予
が
日
常
生
活
（（
一
）﹇
徳
田
秋
江
﹈
／
（
二
）﹇
小
川

未
明
﹈）
／
歌
集
『
山
河
』
を
薦
む
／
山
焼
く
る
火
﹇
三
島

霜
川
﹈
／
投
影
﹇
吉
江
孤
雁
﹈
／
墓
場
﹇
福
永
挽
歌
﹈

■
第
六
巻
第
五
号
（
明
治
四
五
年
二
月
）

文
章
を
作
り
初
め
た
頃
﹇
三
島
霜
川
﹈
／
新
し
い
文
学
者

の
立
場
﹇
馬
場
孤
蝶
﹈
／
感
想
録
﹇
高
田
の
人
﹈
／
藤
村
・

花
袋
・
秋
声
三
氏
の
技
巧
（
※
）
／
『
山
河
』
を
読
む
﹇
小
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林
愛
峰
﹈
／
侠
艶
録
を
読
む
﹇
浩
堂
生
﹈
／
人
か
ら
受
け

た
印
象
（
一
）
祖
父
母̶

バ
ア
ナ
ー
ド
・
シ
ヨ
ー
﹇
中
村

吉
蔵
﹈
／
歩
き
な
が
ら
得
る
材
料
﹇
泉
鏡
花
氏
談
﹈
／
郷

信
﹇
相
馬
御
風
﹈

※
無
署
名
だ
が
岩
野
泡
鳴
の
論
を
引
用
し
た
も
の

■
第
六
巻
第
六
号
（
明
治
四
五
年
三
月
）

人
生
に
対
す
る
興
味
﹇
近
松
秋
江
﹈
／
私
の
欲
し
て
ゐ
る

批
評
家
﹇
永
井
荷
風
氏
談
﹈
／
自
伝
の
一
節
﹇
徳
田
秋
声
﹈

／
青
年
時
代
の
独
歩
氏
／
明
治
文
壇
の
恩
人
（
二
葉
亭
の

人
格
と
事
業
）﹇
浩
堂
生
﹈
／
人
か
ら
受
け
た
印
象
（
二
）

私
の
頭
か
ら
造
り
出
し
た
中
江
先
生
﹇
小
杉
天
外
﹈
／
春

の
植
物
園
﹇
北
原
白
秋
﹈
／
春
の
お
と
づ
れ
﹇
相
馬
御
風
﹈

／
白
鷗
﹇
白
柳
秀
湖
﹈

■
第
七
巻
第
一
号
（
明
治
四
五
年
四
月
）

温
帯
か
ら
受
け
る
思
想
の
力
﹇
竹
越
三

﹈
／
批
評
の
真

意
義
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
私
が
影
響
を
受
け
た
愛
読
書
﹇
高

安
月
郊
﹈
／
自
伝
の
一
節
﹇
田
山
花
袋
﹈
／
私
の
青
年
時

代
﹇
吉
江
孤
雁
﹈
／
抜
萃
帖
か
ら
﹇
泉
鏡
花
﹈
／
前
号
佳

作
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
林
間
の
焼
肉
﹇
若
山
牧
水
﹈
／

独
り
で
思
つ
て
ゐ
な
が
ら
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
午
前
一
時
﹇
ボ

ド
レ
ー
ル
﹈

■
第
七
巻
第
二
号
（
明
治
四
五
年
五
月
）

自
己
補
足
の
文
芸
﹇
片
上
天
弦
﹈
／
小
川
未
明
の
文
章
﹇
佐

藤
浩
堂
﹈／
真
実
の
声﹇
徳
田
秋
声
﹈／
幼
い
頃
の
記
憶﹇
泉

鏡
花
﹈／
風
景
の
印
象﹇
中
澤
弘
光
﹈／
前
号
佳
作
批
評﹇
一

講
師
﹈
／
青
い
色
﹇
小
川
未
明
﹈
／
鶏
（
小
品
文
）﹇
三
津

木
春
影
﹈

■
第
七
巻
第
三
号
（
明
治
四
五
年
六
月
）

西
鶴
と
三
馬
の
文
章
﹇
佐
々
醒
雪
﹈
／
『
型
』
と
『
殻
』﹇
真

山
青
果
﹈
／
文
壇
に
入
れ
る
径
路
﹇
後
藤
宙
外
﹈
／
少
年

の
笛
を
読
み
て
﹇
昇
曙
夢
﹈
／
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
／
名
文

評
釈
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
前
号
佳
作
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
最

後
の
一
節﹇
佐
藤
浩
堂
﹈／
渡
船（
日
記
よ
り
）﹇
水
野
葉
舟
﹈

／
夜
（
小
品
文
）﹇
岡
本
霊
華
﹈
／
夏
の
歌

■
第
七
巻
第
四
号
（
明
治
四
五
年
七
月
）

森
の
描
写
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
添
削
し
つ
ゝ
﹇
一
講
師
﹈
／

十
五
年
前
の
文
壇
﹇
三
島
霜
川
﹈
／
小
説
の
読
み
方
﹇
相

馬
御
風
﹈
／
夏
の
女
﹇
鈴
木
三
重
吉
﹈
／
顔
の
印
象
﹇
小

栗
風
葉
﹈
／
名
文
評
釈
﹇
浩
堂
生
﹈
／
歌
の
出
来
る
時
﹇
金

子
薫
園
﹈
／
前
号
佳
作
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
偽
る
者
の
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悲
哀
﹇
真
山
青
果
﹈

■
第
七
巻
第
五
号
（
大
正
元
年
八
月
）

話
と
文
と
の
連
鎖
﹇
坪
内
逍
遥
﹈
／
発
見
と
創
造
﹇
中
村

星
湖
﹈
／
歴
史
は
活
け
る
芸
術
也
﹇
潮
虹
生
﹈
／
旅
か
ら

受
け
た
印
象
﹇
蒲
原
有
明
﹈﹇
吉
江
孤
雁
﹈
／
前
号
佳
作
批

評
﹇
一
講
師
﹈
／
母
校
に
居
た
時
代
﹇
島
崎
藤
村
﹈
／
小

説
を
書
く
人
の
為
に
﹇
三
島
霜
川
﹈
／
名
文
評
釈
﹇
一
講
師
﹈

／
山
雀
小
籠
﹇
真
山
青
果
﹈

■
第
七
巻
第
六
号
（
大
正
元
年
九
月
）

文
学
者
の
行
く
べ
き
道
﹇
後
藤
宙
外
﹈
／
会
話
を
書
く
上

の
苦
心
﹇
小
栗
風
葉
﹈
／
女
の
心
理
描
写
﹇
島
崎
藤
村
﹈

／
名
文
評
釈
﹇
一
講
師
﹈
／
高
等
学
校
時
代
﹇
小
山
内
薫
﹈

／
秋
﹇
相
馬
御
風
﹈
／
前
号
佳
作
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
故

郷
の
お
も
ひ
で
﹇
片
上
天
弦
﹈
／
水
国
の
初
秋
﹇
水
野
葉
舟
﹈

■
第
八
巻
第
一
号
（
大
正
元
年
一
〇
月
）

文
学
の
与
ふ
る
利
害
﹇
山
路
愛
山
﹈
／
空
中
飛
行
と
官
能

の
文
学
﹇
栗
原
古
城
﹈
／
口
語
と
荘
厳
の
文
章
﹇
島
村
抱

月
﹈
／
前
号
佳
作
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
名
文
評
釈
﹇
一
講
師
﹈

／
新
し
い
叙
景
文
﹇
吉
江
孤
雁
﹈
／
街
は
づ
れ
﹇
水
野
葉
舟
﹈

／
貧
者
の
眼
﹇
蒲
原
有
明
﹈
／
日
曜
日
の
鐘
声
﹇
三
津
木

春
影
﹈

■
第
八
巻
第
二
号
（
大
正
元
年
一
一
月
）

有
生
命
の
文
章
﹇
長
谷
川
天
渓
﹈
／
単
純
と
複
雑
﹇
金
子

薫
園
﹈
／
新
し
い
文
体
﹇
蒲
原
有
明
﹈
／
南
露
の
近
代
芸

術
家
﹇
馬
場
孤
蝶
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
薄
暮
﹇
高

須
梅
渓
﹈
／
東
京
の
空
﹇
水
野
葉
舟
﹈

■
第
八
巻
第
三
号
（
大
正
元
年
一
二
月
）

明
治
の
翻
訳
家
﹇
春
江
﹈
／
唇
の
話
﹇
黒
雲
子
﹈
／
考
へ

て
居
る
事
﹇
岩
野
泡
鳴
﹈
／
外
界
の
印
象
と
自
己
﹇
中
村

星
湖
﹈
／
前
号
文
叢
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
名
文
評
釈
﹇
一

講
師
﹈／
読
書
の
新
味﹇
馬
場
孤
蝶
﹈／
冬
の
国﹇
吉
江
孤
雁
﹈

■
第
八
巻
第
四
号
（
大
正
二
年
一
月
）

叙
景
の
二
方
法
と
三
段
階
﹇
三
島
霜
川
﹈
／
ク
ラ
シ
ッ
ク

に
就
て
﹇
永
井
荷
風
﹈
／
『
死
の
勝
利
』
研
究
会
を
起
す

の
議
﹇
記
者
﹈
／
暖
爐
の
前
﹇
諸
講
師
﹈
／
『
死
の
勝
利
』

を
薦
む
る
所
以
﹇
森
田
草
平
﹈
／
作
家
と
天
分
﹇
正
宗
白
鳥
﹈

／
質
疑
応
答
﹇
一
講
師
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／

バ
ル
タ
ザ
ー
ル

概
﹇
馬
場
孤
蝶
﹈

■
第
八
巻
第
五
号
（
大
正
二
年
二
月
）

新
し
き
叙
景
﹇
小
川
未
明
﹈
／
死
の
勝
利
研
究
会
﹇
生
徒
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諸
子
﹈／
貧
し
き
経
験﹇
水
野
葉
舟
﹈／
新
聞
紙
の
経
営﹇
某

氏
談
﹈
／
読
書
と
記
憶
﹇
島
村
抱
月
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一

講
師
﹈
／
質
疑
応
答
﹇
一
講
師
﹈
／
雛
罌
粟
の
花
﹇
三
津

木
春
影
﹈
／
お
も
ひ
出
﹇
岡
本
霊
華
﹈

■
第
八
巻
第
六
号
（
大
正
二
年
三
月
）

警
句
に
就
い
て
﹇
坂
本
文
泉
子
﹈
／
藤
村
氏
の
渡
欧
﹇
新

文
壇
記
者
﹈
／
字
引
し
ら
べ
﹇
×
×
×
生
﹈
／
死
の
勝
利

研
究
会
﹇
生
徒
諸
子
﹈
／
西
鶴
の
片
鱗
﹇
真
山
青
果
﹈
／

明
治
の
二
文
豪
の
死
﹇
道
村
春
川
﹈﹇
広
津
柳
浪
﹈
／
ボ
ド

レ
エ
ル
小
品
﹇
無
名
氏
訳
﹈
／
質
疑
応
答
﹇
一
講
師
﹈
／

前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
生
徒
諸
君
に
望
む
﹇
一
講
師
﹈

■
第
九
巻
第
一
号
（
大
正
二
年
四
月
）

新
描
写
法
﹇
真
山
青
果
﹈
／
復
活
祭
の
夜
﹇
松
原
至
文
﹈

／
破
戒
の
文
章
﹇
一
講
師
﹈
／
質
疑
応
答
﹇
一
講
師
﹈
／

前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
文
学
講
義
録
に
就
い
て
﹇
一

講
師
﹈
／
相
国
寺
﹇
浩
堂
生
﹈

■
第
九
巻
第
二
号
（
大
正
二
年
五
月
）

新
描
写
法
﹇
真
山
青
果
﹈
／
自
然
の
調
子
を
得
よ
﹇
佐
藤

浩
堂
﹈
／
名
文
評
釈
﹇
大
町
桂
月
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一

講
師
﹈
／
ワ
イ
ル
ド
の
警
句
﹇
一
講
師
﹈
／
森
鴎
外
氏
の

一
面
﹇
賀
古
鶴
所
﹈
／
新
し
き
理
想
﹇
小
川
未
明
﹈
／
文

学
講
義
の
発
刊
﹇
記
者
﹈
／
質
疑
応
答
﹇
一
講
師
﹈
／
憧

れ
心
地
﹇
小
栗
風
葉
﹈

■
第
九
巻
第
三
号
（
大
正
二
年
六
月
）

文
章
と
工
夫
﹇
小
林
愛
川
﹈
／
青
年
諸
君
に
﹇
島
崎
藤
村
﹈

／
新
し
い
文
章
﹇
Ｍ
Ｂ
生
﹈
／
新
描
写
法
﹇
真
山
青
果
﹈

／
前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
名
文
評
釈
﹇
徳
田
秋
江
訳
﹈

／
戦
塵
﹇
佐
藤
紅
緑
﹈
／
エ
ン
ラ
ン
躑
躅
﹇
小
川
未
明
﹈

■
第
九
巻
第
四
号
（
大
正
二
年
七
月
）

内
容
を
養
ふ
こ
と
﹇
小
林
愛
川
﹈
／
夏
の
自
然
の
色
と
自

然
の
力
﹇
蒲
原
有
明
﹈
／
夏
の
自
然
﹇
小
川
未
明
﹈
／
感

覚
描
写
に
就
い
て
﹇
佐
藤
浩
堂
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一
講

師
﹈
／
名
文
評
釈
﹇
松
原
至
文
﹈
／
小
説
の
題
﹇
徳
田
秋
江
﹈

／
旅
な
る
夫
へ
﹇
草
野
柴
二
訳
﹈

■
第
九
巻
第
五
号
（
大
正
二
年
八
月
）

文
章
の
調
子
﹇
佐
藤
浩
堂
﹈
／
名
文
評
釈
﹇
一
講
師
﹈
／

十
年
後
の
文
士
﹇
預
言
者
﹈
／
新
描
写
法
﹇
真
山
青
果
﹈

／
諸
家
の
文
章
﹇
沼
波
瓊
音
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈

／
『
煙
』
に
就
い
て
﹇
小
林
愛
川
﹈
／
恋
の
火
﹇
佐
藤
紅
緑
﹈

／
山
国
の
馬
車
﹇
小
川
未
明
﹈
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■
第
九
巻
第
六
号
（
大
正
二
年
九
月
）

顔
と
服
装
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
若
き
人
々
に
﹇
諸
名
家
﹈
／

文
章
の
種
別
﹇
小
林
愛
川
﹈
／
女
流
作
家
初
対
面
録
﹇
亀

村
生
﹈
／
新
描
写
法
﹇
真
山
青
果
﹈
／
『
文
学
新
語
小
辞
典
』

﹇
浩
堂
生
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
山
焼
く
る
火
﹇
三

島
霜
川
﹈
／
小
品
文
に
就
て
﹇
一
講
師
﹈

■
第
十
巻
第
一
号
（
大
正
二
年
一
〇
月
）

秋
に
動
さ
る
ゝ
気
分
﹇
相
馬
御
風
﹈
／
全
力
的
事
業
﹇
佐

藤
紅
緑
﹈
／
現
時
文
壇
の
三
大
家
﹇
Ｋ
Ｓ
生
﹈
／
初
学
者

と
写
生
﹇
秋
声
﹈﹇
葉
舟
﹈
／
新
描
写
法
﹇
真
山
青
果
﹈
／

異
字
同
訓
解
﹇
一
講
師
﹈
／
女
流
作
家
初
対
面
録
﹇
亀
村
生
﹈

／
秋
の
歌
／
名
文
評
釈
﹇
大
町
桂
月
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一

講
師
﹈／
秋
い
ろ
〳
﹇〵
諸
名
家
﹈／
秋
景
雑
興﹇
草
野
柴
二
﹈

■
第
十
巻
第
二
号
（
大
正
二
年
一
一
月
）

　

懸
賞
文
発
表

■
第
十
巻
第
三
号
（
大
正
二
年
一
二
月
）

本
年
第
一
の
傑
作
﹇
小
林
愛
川
﹈
／
描
写
の
実
際
﹇
真
山

青
果
﹈
／
日
記
は
忠
実
に
記
せ
﹇
吉
江
孤
雁
﹈﹇
水
野
葉
舟
﹈

／
暮
れ
近
し﹇
金
子
薫
園
﹈／
美
人
の
印
象﹇
紀
淑
雄
﹈／「
日

記
の
会
」
を
開
く
﹇
一
講
師
﹈
／
異
字
同
訓
解
﹇
一
講
師
﹈

／
名
文
評
釈
﹇
一
講
師
﹈
／
訂
正
懸
賞
文
発
表
／
日
本
人

と
官
能
﹇
某
名
家
﹈

■
第
十
巻
第
四
号
（
大
正
三
年
一
月
）

現
代
作
家
評
論
（
一
）
田
村
俊
子
﹇
小
林
愛
川
﹈
／
描
写

の
実
際
﹇
真
山
青
果
﹈
／
世
界
的
大
傑
作
『
サ
ア
ニ
ン
』

の
研
究
を
勧
む
﹇
一
講
師
﹈
／
異
字
同
訓
解
﹇
一
講
師
﹈

／
『
煙
』
の
思
ひ
出
﹇
柴
田
流
星
﹈
／
名
文
評
釈
﹇
一
講
師
﹈

／
文
章
の
工
夫
﹇
泉
鏡
花
﹈
／
霊
の
目
ざ
め
﹇
緑
川
春
作
﹈

■
第
十
巻
第
五
号
（
大
正
三
年
二
月
）

新
し
き
叙
景
﹇
小
川
未
明
﹈
／
描
写
の
実
際
﹇
真
山
青
果
﹈

／
生
徒
諸
君
に﹇
一
講
師
﹈／
前
号
の
批
評﹇
一
講
師
﹈／『
サ

ア
ニ
ン
』
評
﹇
四
名
家
﹈
／
異
字
同
訓
解
﹇
一
講
師
﹈
／
『
血

煙
』
を
読
む
﹇
小
林
愛
川
﹈
／
お
夏
清
十
郎
﹇
緑
川
春
作
﹈

／
途
上
に
て
﹇
水
野
葉
舟
﹈

■
第
十
巻
第
六
号
（
大
正
三
年
三
月
）

人
物
を
描
く
用
意
﹇
正
宗
白
鳥
﹈
／
緑
川
春
作
氏
に
﹇
小

林
愛
川
﹈
／
男
の
心
を
そ
そ
る
女
性
﹇
徳
田
秋
江
﹈
／
地

方
色
の
研
究
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈

／
名
文
評
釈
﹇
一
講
師
﹈
／
異
字
同
訓
解
﹇
一
講
師
﹈
／
『
復

活
』
談
﹇
Ａ
―
Ｂ
―
Ｃ
﹈
／
小
説　

一
夜
﹇
小
栗
風
陽
﹈
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■
第
十
一
巻
第
一
号
（
大
正
三
年
四
月
）

明
治
の
四
恩
人
﹇
Ｘ
Ｙ
Ｚ
﹈
／
二
人
の
女
﹇
鈴
木
皷
村
﹈

／
地
方
色
の
研
究
﹇
吉
江
孤
雁
﹈
／
郷
土
と
作
家
﹇
小
川

未
明
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
異
字
同
訓
解
﹇
一

講
師
﹈
／
晩
春
初
夏
の
頃
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
露
西
亜
の
生

活
﹇
瀬
沼
夏
葉
﹈

■
第
十
一
巻
第
二
号
（
大
正
三
年
五
月
）

最
近
の
感
想
﹇
小
川
未
明
﹈
／
巴
里
の
女
﹇
橋
本
邦
助
﹈

／
都
会
﹇
真
山
青
果
﹈
／
名
文
評
釈
﹇
一
講
師
﹈
／
地
方

色
の
研
究
﹇
森
田
草
平
﹈
／
感
想
文
に
就
て
﹇
相
馬
御
風
﹈

／
前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
出
版
だ
よ
り
﹇
一
記
者
﹈

／
婚
礼
の
曲
﹇
草
野
柴
二
﹈

■
第
十
一
巻
第
三
号
（
大
正
三
年
六
月
）

心
持
は
ど
う
描
く
か
﹇
本
間
久
雄
﹈
／
『
郷
愁
』

概
﹇
佐

藤
浩
堂
﹈
／
ピ
エ
ル
・
ロ
チ
に
就
て
﹇
後
藤
末
雄
﹈
／
夏

の
女
﹇
相
馬
御
風
﹈
／
大
津
よ
り
﹇
徳
田
秋
江
﹈
／
前
号

の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
夢
の
研
究
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
婚
礼

の
曲
﹇
草
野
柴
二
﹈
／
マ
ダ
ム
・
ボ
ワ
リ
ー
に
就
て
﹇
一

記
者
﹈

■
第
十
一
巻
第
四
号
（
大
正
三
年
七
月
）

　

本
院
高
等
科　

文
学
部
優
等
者
の
成
績
発
表

■
第
十
一
巻
第
五
号
（
大
正
三
年
八
月
）

未
明
と
三
重
吉
﹇
片
上
伸
﹈
／
地
方
色
の
研
究
﹇
高
安
月
郊
﹈

／
八
月
の
記
憶
﹇
小
川
未
明
﹈﹇
佐
藤
紅
緑
﹈
／
断
頭
台
に

上
つ
た
刹
那
の
実
感
﹇
米
川
正
夫
﹈
／
多
作
可
乎
、
節
作

可
乎
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
『
新
潮
文
庫
』
の
発
刊
﹇
一
記
者
﹈

／
前
号
の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
婚
礼
の
曲
﹇
草
野
柴
二
﹈

／
イ
ギ
リ
ス
波
止
場
﹇
福
永
挽
歌
﹈

■
第
十
一
巻
第
六
号
（
大
正
三
年
九
月
）

投
書
家
論
﹇
無
名
氏
﹈
／
感
想
文
に
就
いマ
マ

て
﹇
相
馬
御
風
﹈

／
秋
を
迎
ふ
る
情
緒
﹇
近
松
秋
江
﹈﹇
三
島
霜
川
﹈
／
前
号

の
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
「
ヱ
ル
テ
ル
」
の
悲
み
﹇
道
村
春
川
﹈

／
発
売
部
の
五
分
間
﹇
Ａ
Ｂ
Ｃ
﹈
／
余
と
大
陸
文
学
﹇
馬

場
孤
蝶
﹈
／
余
の
投
書
家
時
代
﹇
田
山
花
袋
﹈
／
ロ
チ
の

作
風
﹇
一
講
師
﹈
／
当
方
奇
聞
﹇
生
方
敏
郎
﹈

■
第
十
二
巻
第
一
号
（
大
正
三
年
一
〇
月
）

人
生
の
真
の
意
味
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
海
辺
に
て
﹇
真
山
青

果
﹈
／
秋
の
歌
五
首
﹇
諸
家
﹈
／
現
代
思
想
講
話
﹇
一
講
師
﹈

／
前
号
批
評
﹇
一
講
師
﹈
／
熱
し
て
書
く
と
冷
め
て
書
く

と
﹇
中
村
星
湖
﹈
／
俳
句
練
習
二
題
﹇
沼
波
瓊
音
﹈
／
新
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文
範
三
則
﹇
道
村
春
川
﹈
／
新
人
情
噺
﹇
近
松
秋
江
﹈
／

名
家
訪
問
記
よ
り﹇
Ｂ
生
﹈／「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
一
夜
」﹇
Ａ

Ｂ
Ｃ
﹈

■
第
十
二
巻
第
二
号
（
大
正
三
年
一
一
月
）

現
代
思
想
講
話
﹇
一
講
師
﹈
／
牡
蠣
（
チ
エ
ホ
フ
）﹇
松
原

至
文
﹈
／
競
作
・
読
書
・
暗
誦
﹇
大
町
桂
月
﹈
／
慌
だ
し

き
生
活
の
悲
哀
﹇
徳
田
秋
江
﹈
／
最
新
文
章
の
研
究
（
小

川
未
明
の
句
）
／
作
文
日
記
に
就
て
﹇
一
講
師
﹈
／
西
鶴

の
五
人
女
﹇
×
×
×
﹈
／
私
の
崇
拝
し
た
人
々
﹇
吉
江
孤
雁
﹈

／
名
作
選
集
を
介
す﹇
一
記
者
﹈／『
坊
っ
ち
や
ん
』物
語﹇
Ａ

Ｂ
Ｃ
﹈
／
魔
性
﹇
長
田
秀
雄
﹈

■
第
十
二
巻
第
三
号
（
大
正
三
年
一
二
月
）

厭
世
文
学
﹇
一
講
師
﹈
／
小
路
﹇
真
山
青
果
﹈
／
人
物
描

写
﹇
中
村
星
湖
﹈
／
天
才
北
村
透
谷
﹇
道
村
春
川
﹈
／
透

谷
の
面
影
﹇
北
村
美
那
子
﹈
／
『
春
』
の
中
の
人
物
﹇
Ａ

Ｂ
Ｃ
﹈
／
初
日
の
出
﹇
一
講
師
﹈
／
生
活
と
色
彩
﹇
小
川

未
明
﹈
／
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
逸
話
﹇
一
講
師
﹈
／
い
か
な
る

を
真
の
名
文
と
い
ふ
乎
﹇
佐
々
醒
星
﹈
／
最
新
文
章
の
研

究
﹇
一
講
師
﹈
／
肉
の
ま
ど
は
し
﹇
生
方
敏
郎
訳
﹈

■
第
十
二
巻
第
四
号
（
大
正
四
年
一
月
）

現
代
思
想
講
話
﹇
一
講
話
﹈
／
高
山
樗
牛
﹇
徳
田
秋
江
﹈

／
天
才
の
片
影
（
一
葉
に
就
て
）
／
湖
畔
の
少
女
﹇
吉
江

孤
雁
﹈
／
文
章
雑
話
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
『
わ
が
袖
の
記
』

を
読
む
﹇
一
記
者
﹈
／
最
新
文
章
の
研
究
（
島
崎
藤
村
の
句
）

／
年
賀
状
の
い
ろ
〳
〵
﹇
Ａ
Ｂ
Ｃ
﹈
／
卒
業
試
験
に
就
い

て
﹇
一
講
師
﹈
／
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
﹇
小
林
愛
川
﹈

／
一
葉
の
『
た
け
く
ら
べ
』﹇
高
山
樗
牛
﹈
／
ト
ル
ス
ト
イ

の
『
性
欲
論
』﹇
相
馬
御
風
﹈

■
第
十
二
巻
第
五
号
（
大
正
四
年
二
月
）

創
作
雑
話
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
近
代
思
想
七
回
講
話
（
第
一

回　

近
代
思
想
と
は
何
ぞ
や
／
第
二
回　

文
芸
復
興
）﹇
一

講
師
﹈
／
二
葉
亭
の
「
平
凡
」﹇
一
講
師
﹈
／
人
妻
と
蕩
児

と
（
ア
ナ
ト
オ
ル
情
話
集
よ
り
）
／
文
章
に
於
け
る
死
ん

だ
言
葉
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
お
里
さ
ん
の
記
憶
﹇
岩
野
泡
鳴
﹈

／
最
新
文
章
の
研
究
（
泉
鏡
花
の
句
）
／
ビ
ヨ
ル
ン
ソ
ン

の
山
嶽
小
説
﹇
吉
江
孤
雁
﹈
／
二
大
家
の
動
物
描
写
﹇
愛

川
生
﹈
／
「
フ
ョ
ー
ル
ド
の
娘
」
か
ら
﹇
野
尻
抱
影
﹈

■
第
十
二
巻
第
六
号
（
大
正
四
年
三
月
）

複
雑
と
単
純
﹇
一
講
師
﹈
／
近
代
思
想
七
回
講
義
（
第
三

回　

希
臘
主
義
と
希
伯
来
主
義
）﹇
一
講
師
﹈
／
芳
醇
無
比
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の
文
章
﹇
一
記
者
﹈
／
『
舞
鶴
心
中
』
に
つ
い
て
﹇
近
松

秋
江
﹈
／
背
景
の
あ
る
歌
﹇
金
子
薫
園
﹈
／
最
新
文
章
の

研
究
（
永
井
荷
風
の
句
）
／
『
罪
と
罰
』
の
印
象
﹇
内
田

魯
庵
﹈
／
『
高
野
聖
』
の
一
節
﹇
泉
鏡
花
﹈
／
文
壇
一
百

人
﹇
Ａ
Ｂ
Ｃ
﹈

■
第
十
三
巻
第
一
号
（
大
正
四
年
四
月
）

文
章
雑
話
﹇
徳
田
秋
江
﹈
／
近
代
思
想
七
回
講
義
﹇
一
講
師
﹈

／
土
蜂
の
唸
る
午
後
﹇
真
山
青
果
﹈
／
黒
い
棺
﹇
緑
川
春
作
﹈

／
「
舞
妓
姿
」
の
作
者
よ
り
（
幹
彦
）
／
「
金
子
薫
園
集
」

を
読
む
﹇
中
村
伝
二
﹈
／
「
今
戸
心
中
」
の
一
節
（
柳
浪
）

／「
御
風
論
集
」を
読
む（
愛
川
生
）／
小
品
文
の
作
り
方﹇
水

野
葉
舟
﹈
／
椿
咲
く
島
﹇
橋
本
邦
助
﹈

■
第
十
三
巻
第
二
号
（
大
正
四
年
五
月
）

若
き
作
家
の
為
に
﹇
内
田
魯
庵
﹈
／
晩
春
﹇
金
子
薫
園
﹈

／
近
代
思
想
十
回
講
義
﹇
一
講
師
﹈
／
ト
ル
ス
ト
イ
の
人

物
描
写
﹇
本
間
久
雄
﹈
／
文
章
の
気
合
﹇
上
司
小
剣
﹈
／

最
新
文
章
の
研
究
（
鈴
木
三
重
吉
）
／
夏
の
女
﹇
相
馬
御
風
﹈

／
『
蒲
団
』
と
『
縁
』
の
女
主
人
公
﹇
Ａ
Ｂ
Ｃ
﹈

■
第
十
三
巻
第
三
号
（
大
正
四
年
六
月
）

多
読
乎
多
作
乎
﹇
内
田
魯
庵
﹈
／
小
夜
ち
ど
り
﹇
長
田
幹
彦
﹈

／
神
経
の
描
写
﹇
本
間
久
雄
﹈
／
夏
六
題
﹇
一
講
師
﹈
／

若
い
心
の
あ
と
﹇
Ｔ
Ｋ
﹈
／
夏
の
天
地
﹇
田
山
花
袋
﹈
／

夏
の
い
ろ
〳
〵
﹇
齋
藤
興
里
﹈﹇
八
杉
貞
利
﹈
／
作
歌
の
経

験
﹇
一
講
師
﹈
／
銀
座
の
夜
﹇
金
子
薫
園
﹈
／
国
木
田
独

歩
と
『
運
命
』﹇
相
馬
御
風
﹈

■
第
十
三
巻
第
四
号
（
大
正
四
年
七
月
）

海
潮
の
響
﹇
吉
江
孤
雁
﹈
／
父
（
ビ
ヨ
ル
ン
ソ
ン
）﹇
生
田

春
月
訳
﹈
／
自
然
と
人
間
﹇
鑓
田
芳
花
﹈
／
須
磨
明
石
﹇
沼

波
瓊
音
﹈
／
「
小
夜
ち
ど
り
」
を
読
む
﹇
秋
山
史
朗
﹈
／
「
ハ

ム
レ
ツ
ト
」の
一
節﹇
久
米
正
雄
﹈／
明
治
の
詩
歌﹇
一
記
者
﹈

／
さ
ま
〴
〵
な
青
年
の
悲
劇
﹇
Ｋ
Ｎ
生
﹈
／
自
然
描
写
に

つ
い
て
﹇
小
川
未
明
﹈

■
第
十
三
巻
第
五
号
（
大
正
四
年
八
月
）

「
お
菊
さ
ん
」﹇
安
倍
能
成
﹈
／
「
妻
」
に
現
は
れ
た
る
二

つ
の
恋
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
祇
園
夜
話
／
泡
沫
の
輝
き
﹇
沼

波
瓊
音
﹈／
女
三
題（
名
文
評
釈
）／
思
ひ
出
す
事
ど
も﹇
鈴

木
三
重
吉
﹈
／
作
文
の
第
一
義
﹇
一
講
師
﹈
／
家
庭
に
於

け
る
田
山
花
袋
氏
／
「
た
け
く
ら
べ
」
を
読
む
﹇
森
ゆ
み
じ
﹈

／
日
蓮
上
人
と
高
山
樗
牛
﹇
山
川
智
應
﹈
／
況
後
録
の
一

節
（
高
山
樗
牛
）
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■
第
十
三
巻
第
六
号
（
大
正
四
年
九
月
）

表
情
の
描
写
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
白
昼
の
思
ひ
﹇
田
村
俊
子
﹈

／「
三
味
線
草
」よ
り﹇
一
記
者
﹈／
思
出
の
記﹇
徳
田
秋
声
﹈

／
秋
の
う
た
（
島
崎
藤
村
）
／
名
文
四
章
﹇
一
講
師
﹈
／

私
の
欲
し
て
ゐ
る
女
﹇
鈴
木
三
重
吉
﹈
／
「
恋
ざ
め
」
と
「
恋

ご
こ
ろ
」﹇
Ａ
Ｂ
Ｃ
﹈
／
両
大
家
の
技
巧
﹇
徳
田
秋
江
﹈
／

漱
石
先
生
と
秋
声
先
生
﹇
王
春
嶺
﹈

■
第
十
四
巻
第
一
号
（
大
正
四
年
一
〇
月
）

秋
声
の
あ
ら
く
れ
﹇
近
松
秋
江
﹈
／
海
辺
に
て
﹇
真
山
青
果
﹈

／
秋
の
自
然
を
描
い
た
名
文
﹇
Ａ
Ｂ
Ｃ
﹈
／
秋
二
題
（
百

日
紅
﹇
上
司
小
剣
﹈
／
臼
挽
の
唄
﹇
相
馬
御
風
﹈）
／
名
文

二
章
﹇
一
講
師
﹈
／
抒
情
文
に
就
い
て
﹇
水
野
葉
舟
﹈
／
「
地

獄
に
」
マ
マ

序
す
﹇
江
馬
修
﹈

■
第
十
四
巻
第
二
号
（
大
正
四
年
一
一
月
）

出
世
作
物
語
﹇
Ａ
Ｂ
Ｃ
﹈
／
け
ふ
此
頃
﹇
薫
園
﹈
／
投
書

家
の
文
章
﹇
徳
田
秋
声
﹈
／
恋
の
場
面
﹇
一
講
師
﹈
／
露

西
亜
の
文
学
と
日
本
の
文
学
﹇
昇
曙
夢
﹈
／
倫
敦
塔
﹇
金

子
薫
園
﹈
／
「
文
章
日
記
」
に
つ
い
て
﹇
一
記
者
﹈
／
詩

人
と
し
て
の
藤
村
﹇
三
木
露
風
﹈

■
第
十
四
巻
第
三
号
（
大
正
四
年
一
二
月
）

小
羊
﹇
中
村
白
葉
訳
﹈
／
雪
嶺
氏
の
日
常
﹇
Ｘ
Ｙ
Ｚ
﹈
／

鎌
倉
よ
り
祇
園
へ
﹇
吉
井
勇
﹈
／
祇
園
歌
集
を
読
む
﹇
一

記
者
﹈
／
夢
の
話
﹇
未
明
、露
風
﹈
／
生
活
の
ス
ケ
ツ
チ
﹇
黄

金
冠
﹈
／
灰
色
の
空
﹇
秋
田
雨
雀
﹈
／
新
描
写
辞
典
に
就

い
て
﹇
一
講
師
﹈
／
露
西
亜
文
学
者
の
生
活
状
態
﹇
Ａ
Ｂ
Ｃ
﹈

／
畿
内
の
街
々
﹇
徳
田
秋
江
﹈

■
第
十
四
巻
第
四
号
（
大
正
五
年
一
月
）

霊
の
な
げ
き
﹇
道
村
春
川
﹈
／
或
る
女
の
裏
面
﹇
小
川
未
明
﹈

／「
金
子
薫
園
集
」の
増
版
に
つ
い
て
／
は
つ
恋
の
思
出﹇
Ｔ

Ｈ
生
﹈
／
予
が
文
章
講
義
録
を
読
み
し
思
出
／
「
は
つ
姿
」

の
一
節
（
小
杉
天
外
）
／
「
小
夜
曲
」
を
読
む
﹇
小
林
愛
川
﹈

／
名
文
評
釈
﹇
一
講
師
﹈
／
貉
（
小
泉
八
雲
）﹇
Ａ
Ｂ
Ｃ
訳
﹈

／
雲
の
い
ろ
〳
〵
﹇
Ｋ
Ｗ
生
﹈
／
生
活
の
ス
ケ
ツ
チ
﹇
黄

金
冠
﹈

■
第
十
四
巻
第
五
号
（
大
正
五
年
二
月
）

文
章
家
と
な
る
道
﹇
沼
波
瓊
音
﹈
／
雲
の
い
ろ
〳
〵
﹇
Ｋ

Ｗ
生
﹈
／
女
の
一
生̶

「
奔
流
」
の
照
子̶

﹇
一
記
者
﹈

／
「
サ
フ
オ
」
の
印
象
﹇
一
記
者
﹈
／
文
話
二
則
﹇
大
町

桂
月
﹈
／
蛇
遣
ひ
﹇
吉
江
孤
雁
﹈
／
「
お
艶
殺
し
」
の
一

節
﹇
一
記
者
﹈
／
明
治
初
年
の
新
聞
雑
誌
﹇
塚
原
渋
柿
﹈
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／
名
金
を
介
す
﹇
一
記
者
﹈

■
第
十
四
巻
第
六
号
（
大
正
五
年
三
月
）

福
沢
先
生
の
文
章
﹇
鎌
田
栄
吉
﹈
／
危
険
な
る
求
婚
（
ビ

ヨ
ル
ン
ソ
ン
）
／
早
熟
の
三
詩
人
﹇
Ｂ
Ｍ
生
﹈
／
早
春
の

こ
と
﹇
浩
堂
生
﹈
／
女
三
人
（
名
文
評
釈
）
／
料
理
屋
の

お
神
さ
ん
﹇
徳
田
秋
江
﹈
／
伯
爵
と
女
記
者
（
名
金
の
一
節
）

／
箕
輪
心
中
の
一
節
﹇
一
記
者
﹈
／
前
号
の
批
評
﹇
一
記
者
﹈

／
文
章
訓
六
則
﹇
大
町
桂
月
﹈

【
付
記
】　
『
新
文
壇
』
の
調
査
は
株
式
会
社
新
潮
社
資
料
室
、

昭
和
女
子
大
学
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
の
所

蔵
物
に
依
り
、
各
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
に
ご
助
力
い

た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・
本
研
究
はJSPS

科
研
費
（20K

12940

）
の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
す
。


